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 木村大治（京都大学） 

 

Summary: 

カメルーン西部州における王国の形成と伝統的な首長のコミュニティにおける役割

（２）というテーマで、フンバンからバフサンへと移動して別の王国を訪問した。フン

バンでは、王族の儀礼の舞台となる「聖なる森」のそばに暮らす王様を訪問した。この

聖なる森は、重要な儀礼をとりおこなう場所として利用されていた。今回は、いくつか

の儀礼のうちある儀礼の踊りを披露してもらった。（写真１）王と直接話をすることは

できなかったが、学生一人ひとりが王に挨拶をし、王からスピーチとプレゼントをいた

だいた。その後、王の臣下（治安、外交、内務担当）の紹介をうけた。（写真２） 
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